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《ノート》

ステレオシンチグラフィーの基礎的実験と臨床応用

Stereoscoplc　Scintigraphy－Method　and　Clinical　Use
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1．緒　　言

　シンチグラムの立体視に関する報告は，1962年

Levy1）らのシンチスキャナーによる甲状線の立体

視，又Charkes2）や栢森3）らによるフ・・ントーム

を使っての実験，及びHarper4）らの臨床経験につ

いての報告などがあるが，いずれもイt一ジング

装置の空間分解能が不充分でかつテ7ネシウムが

普及する以前の報告で充分な情報密度を得るには

時間がかかり過ぎることが指摘されている．

　筆者らはSn－pyrophosphate前処置による脈絡

叢シンチグラムを報告している5）が，脈絡叢や静

脈洞と共に描出される病的な異常集積像を分離す

るため立体視を試みた．立体視の効果は予想以上

大であったので更に基礎的実験と臨床上の適用に

ついて検討を行なった．

IL　方法と結果

　1．Model実験

　最も見やすく，かつ実物に近い立体感を再現す

るためのシンチカメラの振り角を求めるためファ

ントームによる実験を行なった．Fig．1に実験の

概要を示す．ファントームには成形のため銅線

（1mmφ）を通した内径3mmφのシリコンチュー
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Fig．1　Method　of　the　stereoscopic　scintigraphy．

ブに99mTc－pertechnetate　200～300μCiを充てん密

栓し，種々な形状にしたものを用いた．

私共が頻用するシンチフォトの拡大率はLO，0．7

および0．5なので，それぞれの拡大率についてシ

ンチカメラの振り角（θ）を5度から25度まで5度

間隔で変化させた場合のファントームのシンチフ

ォトを作成し，その中から最も適当と思われる一

対を選択した．選択の方法は輻較法（裸眼法）に

よる観察で，5人の医師，技師などにより意見が

最も集中したものを選び出す方法を採った．

　その結果，最適と思われるシンチカメラの振り

　Key　words：　Stereoscintigraphy，　Three－dimentional

Scintigraphy

Presented by Medical*Online



78 核医学　17巻1号（1980）

角（θ）は，シンチフォトの拡大率が1．0の場合は

10度，又0．5と0．7の場合は15度であった．この

角度はいずれも観察者間に多少のくいちがいもみ

られ，それほど厳密なものではないと考えられる．

Fig．2にコルクスクリュー状に成形したファント

ームのステレオシンチグラムを示す．カメラの振

り角（θ）は15度で，輻榛法で立体視できるように

配置してある。

　2．臨床応用
　脳，脈絡叢，心筋，肝，腎，骨，血管などのス

テレオシンチグラムを撮り，臨床上の有用性，適

応について検討した．

　Fig．3にSn－pyrophosphate前処置により脈絡

叢も同時に描出させた脳シンチグラム5）の1例を

示す．頭頂部にほぼ円形のhot　regionが認められ

るが，立体視すると脈絡叢，静脈洞との位置関係

から，それが表層部に位置することが3次元的に

把握することができた．又，脈絡叢シンチグラム

でhot　regionを呈しない腫瘍が脈絡叢やシルビウ

ス静脈を圧排，変形せしめていた例でも，腫瘍の

位置や大きさを推定するためには立体視が極めて

有効であった．

　他にステレオシンチグラフィーが有効であると

思われたのは，通常の脳シンチ，99mTc－pyropho－

sphateによる心筋シンチ，下肢静脈瘤描出を目

的とした血管プールシンチ，及び複雑な集積像を

呈するガリウムシンチグラムなどであり，いずれ

も読影対象が斑状又は帯状のhot　regionを呈し，

互いに重なリ合うような場合に有効であった．

　Fig．4に転移性肝癌の例を示す．この例のよう

に病巣がcoldに描出されるシンチグラムでは立

体的把握がほとんどできなかった．又，部位が明

白な骨シンチグラムにおいては立体視の必要性が

ない場合が多かった．

　通常の正面又は側面のシンチフォトを立体視の

ための1枚とし，あとの1枚はシンチカメラを10

～15度傾けて撮るため，立体視した場合5～7．5度

斜めから見た像となるが，実用上全く支障がなか

った．したがって日常の検査においては必要に応

じて立体視のための1枚を追加するだけで目的を

達せるので，さほどの煩雑さなしに臨床応用が可

能であった．

m．考　　察

　シンチカメラの振り角：立体視の生理的要因と

して①調節（accomodation）②輻綾（convergence）

穆
い、
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Fig．2　Stereoscopic　scintiphoto　of　the　corkscrew　phantom．
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Fig．3　Stereoscopic　scintiphoto　of　the　choroid　plexus　with　the　pariteal　tumor．
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Fig．4　Stereoscopic　scintiphoto　of　the　multiple　liver　tumor．

③両眼視差（binocular　parallax）④単眼運動視差

（monocular　movement　parallax）の4項目に分類

されているが6・7），本法は見る角度を変えて得ら

れる1対のシンチフォトを用いているので，両眼

視差によって立体感を知覚していると言える．

　Fig．5の左図において物体A（矢印）を眼球位

置B，Cから注視するときの輻綾角をθとし，両眼

視差は簡便のため両眼の視角の絶対値を等しくし

て2α（＝α一（一α））とする．又拡大率がγ（γ＜1）の

場合は同図右側に示す如く各々A’，B’，　C’，θ’，α’

とする．瞳孔間隔（B－C）が6cmで，35～40　cm

離れた奥行き5cmの物体（A）を見る時の輻綾角

（θ）は9．3～10．6度であり拡大率1の時のシンチカ

メラ最適振り角（10度）に一致する．両眼の視角

は各々0．66度で両眼視差（2α）は1．32度になるが，

拡大率（γ）が変ってもこの両眼視差が一定になる

ための輻榛角（θ’）をパーソナルコンピュータに

よる逐次代入法（iteration　method）で計算した．

その結果をFig．6に示す．横軸に拡大率（γ），縦

軸に輻綾角の比（θ’／θ）を109・10g　scaleにプロッ

トすると完全な直線になり，

　　　　　　　θ’／θ＝ブ0・85

　　　　　．’．　θ’＝θ●γ一〇85

　即ち，拡大率が変っても両眼視差が一定になる
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Fig．5　Binocular　parallax：Convergent　angle（θ’）was

　　　inversely　proportional　to　the　enlargement　ratio

　　　to　keep　the　parallax　angle（α’）constant．
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Fig．6　Correlation　between　the　ratio　of　the　convergent

　　　angles　and　rhe　enlargement　ratio　of　the　scinti－

　　　photo．

ための輻綾角は拡大率の0．85乗に逆比例すると言

える．この考え方で計算すると拡大率が0．7及び

0．5の時の輻較角の比（θ’／θ）はそれぞれ1．35，1．80

となリ，ファントーム実験で得られた拡大率0．5

～0．7の時のシンチカメラの最適振り角が15度前

後という結果と一致する．一方拡大率が0．5以下

の場合の最適振り角はこの計算によると15度を超

えるが，輻較角が15度以上になると両眼融合の限

界6）をも超えるため立体視が困難になり，】5度が

限度と考えられる．

IV．結　　語

　シンチカメラによる立体視についてファントー

ム実験と臨床応用について検討した．

　1）立体視のためのシンチカメラの最適振り角

はシンチフォトの拡大率に依存する．拡大率1の

時は10度，拡大率0．7～0．5の時は15度が最適であ

った．

　2）臨床応用では脳，脈絡叢，99mTc－pyrophos－

phateによる心筋，下肢静脈瘤の診断を目的とし

た血液プールシンチグラム，及びガリウムシンチ

グラムの一部など斑状，帯状の陽性描出像が重な

り合うような場合に特に有効だった．

本論文の要旨は第18回日本核医学会総会（1昭和53年10

月，於金沢市）にて発表した．
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